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新
年
の
ご
挨
拶

議
　
長
　

末

次

利

男

　
町
民
の
皆
様
に
は
、希
望
と
期
待
を
込
め

た
新
春
を
お
迎
え
の
事
と
、心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
か
ら
太
良
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
は
、百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
言
わ

れ
ま
し
た
。以
来
、世
界
的
に
経
済
悪
化
が

深
刻
化
し
て
、政
府
の
経
済
対
策
に
よ
り

回
復
の
兆
し
が
見
え
か
け
た
矢
先
に
東
日

本
大
震
災
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
、甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
円
高
不
況
と
併
せ
て
、現
下
の
地
方
を

取
り
巻
く
環
境
は
、地
方
経
済
の
衰
退
や

少
子
・
高
齢
化
、過
疎
化
が
進
行
す
る
中

で
、以
前
に
も
増
し
て
難
し
い
舵
取
り
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、議
会

は
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、そ
の
先
頭

に
立
っ
て
地
域
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決

に
一
層
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、責
任
と
使
命

を
は
っ
き
り
と
位
置
付
け
た
議
会
基
本
条

例
、政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
向
け
た
歴

史
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
声
を
直
接
聞
く
住
民
懇
談
会
、

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
、議
会
報
告

会
の
開
催
等
、町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
、議
会
本
来
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る

た
め
に
は
、尚
一
層
の
自
己
研
鑽
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
の
現
状
は
、地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
以
来
、自
己
決
定
、自
己
責
任
に

よ
る
自
治
体
経
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

日
々
新
た
な
環
境
に
直
面
し
、ま
さ
に
行

政
の
真
価
と
力
量
が
問
わ
れ
る
時
代
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
引
き
続
き
行
政
の
監
視
機
能
を

高
め
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
積
極
的
な
提
言

や
、厳
し
い
政
策
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、議
会

の
役
割
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
で
行
政
水

準
の
向
上
を
図
り
、町
民
の
代
表
機
関
と
し

て
真
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
一
層

の
努
力
を
注
い
で
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
の
新
春
に
臨
み
、町
民

の
皆
様
の
幅
広
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
、

実
り
多
く
大
い
な
る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

24年10月臨時会（第1回）

24年11月臨時会（第2回）

◎平成24年度太良町一般会計補正予算（第3号）
　多良中学校屋内運動場・武道場増改築事業に伴う継続費の補正
　事業費の増額補正　2億6,300万円

◎太良町庁舎エレベータ施設設置工事請負契約の締結
　契約金額　5,019 万円
　契約業者　株式会社　九電工佐賀支店

◎専決処分事項の承認を求めることについて
　＜平成24年度太良町一般会計補正予算（第4号）＞
　衆議院解散に伴う選挙費用の予算専決
　588万2千円増額補正
　歳入歳出総額54億6,322万円

◎多良中学校屋内運動場・武道場増改築（建築）工事
　請負契約の締結
　契約金額　4億7,775万円
　契約業者　中島・肥前特定建設工事共同企業体
◎多良中学校屋内運動場・武道場増改築（電気設備）
　工事請負契約の締結
　契約金額　5,092万5千円
　契約業者　岡田電機・峰下電気工事店特定建設工事共同企業体あけましておめでとう

今
年
一
年

元
気
で
!!

明
る
い
年
で

あ
り
ま
す

よ
う
に
!!
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12 月  定 例 議 会
会期／12月7日～17日（11日間）

一般会計の主な補正

歳　入

歳　出

♦地方交付税
♦県補助金
　（地域共生ステーション防災対策整備事業補助金、
　　　　　　海岸標着ごみ緊急対策事業費補助金等）
♦基金繰入金
　公共施設整備基金繰入金
　肉牛飼育事業基金繰入金
♦後期高齢療養給付費負担金精算金
♦介護保険費負担金精算金
♦町　債
　緊急防災・減災事業債
　農地等災害復旧事業債
　臨時財政対策債
　過疎対策債

2億 7,507万円

536万 4千円
△7,025万 1千円

△1億円
2,974万 9千円
257万 7千円
530万 4千円

1億1,227万 8千円
3億1,070万円

△20万円
677万 8千円
△2億500万円

1億2,800万円
1億5,158万 4千円

280万円
600万円

971万 8千円
100万円

78万 9千円
2,974万 9千円

76万円

一般会計の補正総額　3億4,354万9千円の追加補正

財政調整基金
減債基金
地域共生ステーション防災対策整備事業費補助金
後期高齢者医療特別会計繰出金
保育所運営委託料
母子家庭等医療費助成
強い農業者育成・地域農業活性化事業委託料
佐賀県肉用牛特別導入基金返納金
消火栓設置事業（日ノ辻・栄町）



結　　果件　　名議案番号

第67号

内　　　容

認定平成23年度太良町一般会計歳入
歳出決算の認定について

平成23年度太良町一般会計歳入歳出決算を認定に
付するもの
歳　入　53億  398万1,888円
歳　出　52億1,843万4,444円
差引額　　　8,554万7,444円

全員
賛成

認定平成23年度太良町山林特別会計
歳入歳出決算の認定について

平成23年度太良町山林特別会計歳入歳出決算を認
定に付するもの
歳　入　　　5,281万6,965円
歳　出　　　5,055万1,016円
差引額　　　  226万5,949円

全員
賛成

認定
平成23年度太良町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

平成23年度太良町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算を認定に付するもの
歳　入　　1億567万1,469円
歳　出　　1億539万9,547円
差引額　　　　27万1,922円

全員
賛成

認定
平成23年度太良町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

平成23年度太良町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算を認定に付するもの
歳　入　17億4,799万9,622円
歳　出　17億3,500万4,557円
差引額　　　1,299万5,065円

全員
賛成

認定
平成23年度太良町漁業集落排
水特別会計歳入歳出決算の認
定について

平成23年度太良町漁業集落排水特別会計歳入歳出
決算を認定に付するもの
歳　入　　   5,255万2,876円
歳　出　　   4,882万3,969円
差引額　  　   372万8,907円

全員
賛成

認定
平成23年度太良町簡易水道特
別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

平成23年度太良町簡易水道特別会計歳入歳出決算
を認定に付するもの
歳　入　　   7,796万4,490円
歳　出　　   6,758万6,066円
差引額　　   1,037万8,424円

全員
賛成

可決 全員
賛成

可決
及び
認定

平成23年度太良町水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

平成23年度太良町水道事業会計剰余金の処分及び
決算を可決及び認定に付するもの

収益的収入　5,745万7,650円
収益的支出　4,452万9,423円
差　引　額　1,292万8,227円

全員
賛成

24年12月定例会 議決結果
12月定例議会は、9月定例会で決算審査特別委員会に付託されていた平成23年度各会計の決算認定8件、
事件議案6件、補正予算4件及び人事案件1件の計11件が町長より、また、発議2件及び意見書１件が議会
より提案され、議決結果は次のとおりです。

９
月
定
例
会
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
付
託
し
て
い
た
案
件

資本的収入　　　 1,280万円
資本的費用　2,221万8,305円
差　引　額  △941万8,305円

可決
及び
認定

平成23年度町立太良病院事業
会計剰余金の処分及び決算の
認定について

太良町水道事業布設工事監督者
の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関
する条例の制定について

平成23年度町立太良病院事業会計剰余金の処分及
び決算を可決及び認定に付するもの

水道法改正に伴い、太良町水道事業布設工事監督者
等を新たに配置する必要が生じたことによる条例
制定

第68号 可決 全員
賛成

指定管理者の指定について
＜太良町総合福祉保健センター＞

太良町総合福祉保健センターの管理運営
指定の期間　平成25年4月1日から平成28年3月31日
指定する団体　太良町大字多良1番地17
　社会福祉法人　太良町社会福祉協議会

収益的収入　9億4,333万5,241円
収益的費用　8億9,450万1,442円
差　引　額　　 4,883万3,799円

全員
賛成 資本的収入　5,509万7,000円

資本的費用　8,489万8,246円
差　引　額△2,980万1,246円

太良町議会だより127号　平成25年１月25日 （4）



結　　果件　　名議案番号 内　　　容

第70号 可決 全員
賛成

佐賀県市町総合事務組合を組
織する地方公共団体の数の減
少及び規約の改正に係る協議
について

佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体
の数が減少することに伴い、佐賀県市町総合事務組
合規約を改正する必要があるため

第72号 可決 全員
賛成

太良町過疎地域自立促進計画
の変更について

太良町過疎地域自立促進計画（平成22年度から平成
27年度）の計画変更
変更内容　町道の舗装、改良箇所の追加及び多良中
学校体育館・武道場改築事業の額変更

第73号 可決 全員
賛成

平成24年度太良町一般会計補
正予算（第5号）について

財政調整基金・減債基金への積立て、地域共生ス
テーション防災対策整備事業費の補助金等
3億4,354万9千円の増額補正
歳入歳出総額58億676万9千円

第71号 可決 全員
賛成

佐賀県後期高齢者医療広域連
合規約の改正に係る協議につ
いて

住民基本台帳法の一部改正に伴い、佐賀県後期高齢
者医療広域連合規約を改正する必要があるため

第75号 可決 全員
賛成

平成24年度太良町国民健康保
険特別会計補正予算（第2号）に
ついて

はり・きゅう施術負担金及び国庫支出金精算返納金
等に伴う5,884万4千円の増額補正
歳入歳出総額18億8,283万9千円

発議
第2号 可決 全員

賛成
太良町議会委員会条例の一部
改正について

地方自治法の改正に伴い、委員の選任方法、在任期
間等について、法で定められていた事項が条例へ委
任されたことによる改正

発議
第3号 可決 全員

賛成
太良町議会会議規則の一部改
正について

地方自治法の改正に伴い、本会議においても参考人
の招致及び公聴会の開催規定が制度化されたこと
による改正

意見書
第6号 可決 全員

賛成
地球温暖化対策を推進する森
林整備等係る財源の確保を求
める意見書の提出

国全体で地球温暖化問題を真剣に取り上げ、森林吸
収源対策を強力に推進するため、2013年度の政府予
算編成において地球温暖化対策の実行に必要な財
源確保と、CO₂排出抑制対策への支援を充実するよ
う太良町議会として意見書を提出

提出先　内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣、経
済産業大臣、環境大臣、衆議院議長、参議院議長

第76号 可決 全員
賛成

平成24年度太良町水道事業会
計補正予算（第2号）について

送・配水管漏水修理・止水栓漏水修理等に伴う補正
歳入歳出総額6,980万円

第77号 同意 全員
賛成教育委員会委員の任命について 教育委員会委員の任命 松尾雅晴さん

任期4年間

第74号 可決 全員
賛成

平成24年度太良町後期高齢者
医療特別会計補正予算(第2号）
について

はり灸負担金等に伴う602万1千円の増額補正
歳入歳出総額１億2,186万2千円

第69号 可決 全員
賛成

指定管理者の指定について
＜太良町火葬場＞

太良町火葬場の管理運営
指定の期間　平成25年4月1日から平成28年3月31日
指定する団体　太良町大字糸岐3897番地１
　有限会社　太良クリーンセンター

太良町議会だより 127号　平成25年１月25日（5）



般
一

問
質

平
古
場
公
子
議
員

答
▼
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
の
強
化
に
努
め
る
。

答
▼
平
成
25
年
度
中
に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う

般
一

問
質

　田
川

　浩
議
員

学
校
行
政
の
長
期
プ
ラ
ン
は
あ
る
か

議
員
　
少
子
化
時
代
の
学
校

行
政
で
は
、学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
、そ
の
長
期
プ

ラ
ン
を
立
て
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
校
舎
の
建
て
替
え
な

ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
、そ
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
生
徒
の
安
全
確
保

を
優
先
し
て
校
舎
改
築
な
ど

も
取
り
組
ん
で
き
た
。長
期

プ
ラ
ン
は
な
い
が
、十
一
月

に
、新
・
太
良
町
教
育
環
境
整

備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

議
員
　
プ
ラ
ン
を
い
つ
ま
で

に
立
て
る
と
い
う
目
安
は
あ

る
の
か
。

教
育
長
　
ま
だ
第
一
回
を
開

催
し
た
だ
け
だ
が
、平
成
25

年
度
中
に
は
一
定
の
方
向
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
生
徒
数
三
名
と
な
っ

た
三
里
分
校
に
つ
い
て
、今

後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。保
護
者
や
地
元
の
方
々

と
話
し
合
っ
た
こ
と
は
な
い

の
か
。

教
育
長
　
地
域
の
皆
さ
ん
方

か
ら
特
段
の
意
見
も
な
か
っ

た
の
で
、特
段
の
こ
と
は
し

て
い
な
い
。教
育
環
境
整
備

検
討
委
員
会
で
会
議
を
し
、

ま
ず
保
護
者
や
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
十
分
く
み

取
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見

が
出
た
。

議
員
　
皆
さ
ん
と
よ
く
話
を

し
て
も
ら
い
、総
合
的
に
判

断
し
て
今
後
の
方
向
性
を
決

め
て
も
ら
い
た
い
。

議
員
　
文
化
財
の
現
状
は
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長

　国
指
定
重

要
文
化
財
が
、竹
崎
観
世
音

寺
修
正
会
鬼
祭
、県
指
定
重

要
文
化
財
が
、竹
崎
観
世
音

寺
の
石
造
三
重
塔
と
修
正
会

鬼
祭
童
子
舞
、川
原
狂
言
。町

指
定
重
要
文
化
財
が
、道
越

古
墳
、田
古
里
古
墳
、湯
牟
田

古
墳
、夜
灯
鼻
灯
台
跡
、竹
崎

城
址
、役
行
者
坐
像
、六
体
地

蔵
菩
薩
立
像
、土
師
壷
棺
、石

造
六
地
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
文
化
財
を
情
報
発
信

し
、観
光
に
活
用
で
き
な
い

か
。

企
画
商
工
課
長

　J
R

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
コ
ー
ス
を

作
っ
て
提
案
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、こ
れ
か
ら
も
色
々
紹

介
し
な
が
ら
観
光
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

議
員
　
最
近
、全
国
的
に
子

供
た
ち
が
被
害
に
遭
遇
す
る

痛
ま
し
い
事
件
が
多
発
し
て

い
る
が
、太
良
町
の
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
の
現
状
は
ど

う
か
。

教
育
長
　
多
良
小
学
校
、大

浦
小
学
校
、P
T
A
で
各
校

区
内
で
の
協
力
を
得
て
、ス

テ
ッ
カ
ー
設
置
を
お
願
い
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、今
後
再
度
、警
察
、学

校
、保
護
者
、地
域
と
連
携
を

図
り
強
化
に
努
め
た
い
。

議
員
　
大
浦
小
学
校
の
児
童

数
二
百
二
十
一
人
中
、七
十

八
名
が
、竹
崎
、道
越
か
ら
通

学
す
る
児
童
と
聞
い
て
い
る

が
、道
越
か
ら
大
体
二
、五

k
m
、竹
崎
か
ら
三
k
m
弱

と
言
わ
れ
て
い
る
。時
間
に

し
て
三
十
分
〜
四
十
分
、そ

の
間
、民
家
が
な
い
の
で
ト

イ
レ
や
危
険
に
遭
遇
し
た
場

合
の
対
応
が
早
急
に
必
要
だ

と
思
う
が
。

学
校
教
育
課
長
　
確
か
に
道

越
、竹
崎
か
ら
は
距
離
が

あ
っ
て
、そ
の
間
、田
古
里
か

ら
道
越
ま
で
が
民
家
が
少
な

い
が
、体
調
不
良
と
か
、ト
イ

レ
の
場
合
も
安
心
し
て
立
ち

寄
れ
る
箇
所
を
、子
ど
も
一

一
〇
番
の
家
と
し
て
協
力
を

早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

議
員
　
こ
の
寒
い
冬
に
三
十

分
も
四
十
分
も
歩
く
と
、男

の
子
は
問
題
な
い
が
女
の
子

は
ト
イ
レ
が
大
変
だ
と
思

う
。も
し
漏
ら
す
こ
と
が
あ

れ
ば
、い
じ
め
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
う
の
で
途
中
に

ト
イ
レ
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。

町
長
　
い
わ
ゆ
る
県
道
田
古

里
・
竹
崎
線
に
つ
い
て
は
、ほ

と
ん
ど
集
落
が
な
い
の
で
、

そ
こ
に
ト
イ
レ
を
作
っ
た
場

合
、そ
こ
が
隠
れ
家
に
な
っ

て
防
犯
上
の
問
題
も
あ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、ト

イ
レ
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

議
員
　
今
ま
で
も
途
中
、怪

我
し
て
連
絡
が
取
れ
な
く
て

問
題
に
な
っ
た
事
も
あ
る
の

で
、早
急
に
実
行
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
。

町
長
　
早
速
、関
係
者
と
連

絡
を
し
て
対
応
す
る
。

文
化
財
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

町内地区別人口

中学3年生

小学3年生

5歳

3歳

0歳

59

48

46

40

27
注：5歳～0歳までは、H24.10月現在のものです。

（単位：人）

多良
65

35

32

27

18

大浦
124

83

78

67

45

合計
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般
一

問
質

坂
口

　久
信
議
員

答
▼
組
合
等
々
か
ら
計
画
書
が
出
た
段
階
で
改
め
て
検
討
す
る
。

答
▼
区
長
会
等
よ
り
要
望
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

地
元
雇
用
に
助
成
金
を

般
一

問
質

牟
田

　則
雄
議
員

地
区
の
お
知
ら
せ
等
に
つ
い
て

議
員
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用

の
配
線
を
、地
区
の
お
知
ら
せ

等
に
利
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長
　
地
区
の
全
世
帯
が
こ

の
回
線
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
、ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

追
加
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
現
時
点
で
は
利
用
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員
　
町
内
全
戸
に
設
置
し

た
場
合
、費
用
は
ど
れ
ほ
ど
必

要
か
。

企
画
商
工
課
長
　
約
一
億
千

二
百
万
円
程
度
必
要
と
考
え

て
い
る
。

議
員
　
先
の
東
日
本
大
震
災

の
際
、住
民
を
一
人
で
も
多
く

避
難
さ
せ
よ
う
と
お
知
ら
せ

放
送
を
続
け
、残
念
な
が
ら
自

分
が
逃
げ
遅
れ
亡
く
な
ら
れ

た
事
例
も
、一
つ
に
は
地
区
内

に
屋
内
放
送
施
設
が
な
か
っ

た
事
も
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の

事
を
考
え
て
も
一
億
千
二
百

万
円
が
高
い
と
考
え
る
か
。

企
画
商
工
課
長
　
厳
し
い
質

問
で
す
が
現
在
は
防
災
無
線

の
パ
ン
ザ
マ
ス
ト
や
、地
区
公

民
館
の
放
送
設
備
や
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

メ
ー
ル
の
発
信
等
、個
人
に
簡

単
に
連
絡
し
た
い
場
合
は
、そ

う
い
う
方
法
も
考
え
て
い
る
。

議
員
　
お
知
ら
せ
放
送
は
場

合
に
よ
っ
て
は
、人
の
命
に
か

か
わ
る
事
で
す
の
で
前
向
き

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

議
員
　
町
内
に
は
中
小
・
零

細
企
業
が
多
い
が
、国
・
県
の

雇
用
対
策
事
業
は
非
常
に
使

い
勝
手
が
悪
い
の
で
、町
独

自
の
助
成
金
制
度
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、新
た
に
会
社
等
、

法
人
組
織
の
立
ち
上
げ
に
対

し
て
補
助
が
で
き
な
い
か
考

え
て
い
る
。

議
員
　
第
三
子
以
上
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、一
時
金
か

そ
れ
に
相
当
す
る
支
援
の
考

え
は
な
い
か
。

町
長
　
町
単
独
の
第
三
子
以

上
を
対
象
と
す
る
一
時
金
、

現
金
給
付
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。

議
員
　
そ
れ
で
は
他
市
町
村

に
先
駆
け
て
、中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

町
長
　
来
年
度
あ
た
り
で
体

育
館
、学
校
の
校
舎
等
々
も

完
了
す
る
の
で
、皆
さ
ん
に

辛
抱
し
て
い
た
だ
き
、そ
の

後
、第
三
子
以
上
に
対
す
る

支
援
、中
学
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。

議
員
　
里
地
区
よ
り
白
浜
海

水
浴
場
へ
通
じ
る
海
岸
線
に

道
路
建
設
は
で
き
な
い
か
。

夏
場
の
海
水
浴
場
・
Ｂ
＆
Ｇ

の
利
用
促
進
、保
育
園
の
交

通
対
策
、公
共
事
業
の
増
大
、

迂
廻
路
確
保
の
た
め
道
路
建

設
は
必
要
と
思
う
が
。

町
長
　
迂
廻
路
と
し
て
必
要

性
は
十
分
認
識
は
し
て
い
る

が
、問
題
点
が
多
く
、防
災
及

び
防
犯
上
も
新
た
に
道
路
建

設
は
困
難
と
考
え
る
。今
は

県
の
港
湾
区
域
で
あ
る
の

で
、県
や
土
木
事
務
所
と
協

議
し
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
ガ
ザ
ミ
蓄
養
の
運
営

を
支
援
す
る
た
め
に
基
金
の

創
設
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
基
金
設
立
に
よ
る
支

援
で
な
く
、ガ
ザ
ミ
の
購
入

費
や
餌
代
、そ
の
他
で
、当
分

の
間
は
補
助
対
策
で
や
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
　
今
後
三
年
間
で
運
営

が
う
ま
く
回
転
す
る
状
況
が

で
き
れ
ば
問
題
な
い
が
、海

の
こ
と
な
の
で
自
然
環
境
の

変
化
で
困
っ
た
場
合
に
は
ど

う
か
。

町
長
　
当
分
の
間
、軌
道
に

乗
る
ま
で
は
、漁
業
者
の
た

め
に
も
補
助
金
で
対
応
し
た

方
が
良
い
と
考
え
る
。

地元雇用状況

雇
用
対
策
に
つ
い
て

海
水
浴
場
等
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

ガ
ザ
ミ
蓄
養
事
業
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

音声告知システム構成
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10
月
18
、
19
、
22
日
の
３
日
間
、
本
委

員
会
を
開
催
し
た
。
予
算
執
行
に
よ
っ
て

な
し
遂
げ
た
歳
入
努
力
と
歳
出
の
工
夫
に

よ
っ
て
行
政
効
果
や
今
後
の
行
財
政
運
営

上
の
改
善
な
ど
、
予
算
執
行
の
優
劣
評
価

を
重
点
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
水
道
事
業
会
計
は
、
有
収
率
の
向
上
を

図
り
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
町
立
太
良
病
院
事
業
会
計
は
、
病
院
経

営
の
原
点
か
ら
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る

こ
と
こ
そ
が
改
革
プ
ラ
ン
を
確
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
大
き
な
意
義
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
地
域
に
密
着
し
た
医
療
や
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
患
者
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

病
院
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
基
づ
い
た
予
算

措
置
が
な
さ
れ
、
支
出
が
目
的
ど
お
り
適

法
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の

効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
款
ご
と
に
区

切
っ
て
審
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
歳
入
歳
出
と
も

に
適
法
に
処
理
さ
れ
、
適
正
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
な
お
、
決
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
会
計
と
も
黒

字
決
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

意
見
と
し
て 

一
、
町
税
等
の
徴
収
率
は
前
年
度
よ
り
向

上
し
て
い
る
が
、
今
後
も
町
財
政
の
基

本
的
財
源
で
あ
る
か
ら
更
な
る
努
力
を

期
待
し
た
い
。
な
お
、
不
納
欠
損
処
理

に
つ
い
て
は
安
易
に
行
わ
な
い
で
徴
収

方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。 

一
、
補
助
金
の
費
用
対
効
果
及
び
補
助
完

了
後
の
追
跡
調
査
（
検
証
）
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
繋
が
る
検
診
の
工
夫
、

健
康
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
経
営
安
定
化

に
向
け
最
善
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
各
会
計
と
も
、
今
後
も
健
全
経
営
及
び

財
政
運
営
に
更
な
る
努
力
を
望
み
た
い
。

　10月 17日に、ガザミ蓄養の現在の状況を把握するため、所管事務調査を行いました。
　まず、ガザミ蓄養場を視察し、有明海漁業協同組合大浦支所にて関係者と意見交換を行い、
その中での主な要望内容は、
　１．蓄養場への波の被害を防ぐため、消波ブロックを設置できないか。
　１．運転資金の援助はできないか。
等、財政を考慮し、これまでの経緯を踏まえ、具体的な措置を講じられますよう望みます。

▲決算審査状況

▲ガザミ蓄養場 ▲漁業関係者との意見交換会

平
成
23
年
度
決
算
・
予
算
執
行
の
成
果
を
認
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

経済建設常任委員会 所管事務調査
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総
務
常
任
委
員
会 

行
政
視
察

総務常任委員会 所管事務調査
　10月31日に行った大浦小学校の管理・特別教室棟の改築工事の完成後の状況及び税の徴収状況につ
いて所管事務調査を行いました。
　大浦小の改築工事は、工事中に現場を確認し、その時点での指摘した項目のトイレの状況、南校舎と
の接続部分などの状況確認を行い、児童が使いやすい校舎になっているかを検証しました。
　今後、少子化で児童の減少する中、子ども達の将来を見据えた学校の適正規模・適正配置を考えなけ
ればならないと思いました。
　次に、税の徴収事務について担当から聞き取り調査を行いました。
　昨年よりも徴収率は向上し努力の
結果が見られました。しかしながら、
未納者をなくすことが税の公平性を
保つためにも必要であり100％の徴
収に向けて分納誓約等の納付計画の
もと、※佐賀県滞納整理推進機構と
共同で更なる努力をお願いした。 平成23年度税徴収率

税　　目 県平均
個人市町村民税
固 定 資 産 税
国民健康保険税
軽 自 動 車 税

93.71％
91.60％
73.68%
91.67％
87.84％

太良町
97.04％
94.11％
88.87％
95.23％
92.41％計

　
11
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
行
政
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
19
日
は
、
小
中
一
貫
教
育
及
び

学
校
の
統
廃
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広

島
県
の
北
広
島
町
を
視
察
致
し
ま
し
た
。

　
北
広
島
町
は
、
少
子
化
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
16
の
小
学
校
の
う
ち
９
校
が
複
式
学
級

を
編
成
し
て
お
り
、
全
校
生
徒
50
人
以
下
で

あ
り
ま
し
た
。
複
式
学
級
の
解
消
を
図
り
教

育
環
境
を
整
備
し
、教
職
員
の
適
正
な
配
置
、

教
育
内
容
と
指
導
の
充
実
な
ど
を
図
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
20
日
は
、
学
校
の
統
廃
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
広
島
県
の
世
羅
町
を
視

察
致
し
ま
し
た
。

　
世
羅
町
で
は
、
教
育
内
容
の
充
実
と
教
育

条
件
の
整
備
な
ど
を
目
的
に
、
世
羅
町
立
小

学
校
適
正
配
置
・
適
正
規
模
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
21
世
紀
を
自
立
し
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

世
羅
の
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
に
、

①
適
正
な
規
模
の
学
級
の
中
で
切
磋
琢
磨

し
、
集
団
活
動
を
通
じ
て
社
会
性
や
人
間

関
係
の
広
が
り
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、

多
様
な
発
想
、
幅
広
い
思
考
力
な
ど
児
童

の
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
こ

と
。

②
小
学
校
統
合
に
よ
り
、
教
育
内
容
の
充
実

と
教
育
条
件
を
整
備
し
、
町
民
に
信
頼
さ

れ
る
教
育
の
推
進
を
図
る
。

　
２
点
の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
に
、
学
校

の
統
合
内
容
を
町
民
に
公
表
し
推
進
を
図
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
北
広
島
町
、
世
羅
町
と
も
、
学
校
が
統
廃

合
で
な
く
な
る
こ
と
は
地
域
が
さ
び
れ
て
い

く
か
ら
反
対
だ
と
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

大
人
社
会
の
問
題
で
あ
り
、
21
世
紀
を
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
の
子
ど
も
の
た

め
に
何
が
必
要
か
を
そ
れ
ぞ
れ
模
索
さ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
の
教
育
に
と
っ
て
何
が
必
要

か
を
問
わ
れ
た
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
※佐賀県滞納整理機構（佐賀県県内19市町が個人住民税等の滞納額を減らすために共同で設置した組織。）

▲世羅町にて



経済建設常任委員会 行政視察

傍
聴
者
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　平成24年11月13日から15日まで、道の
駅の運営状況、特に加工販売について愛媛県
内子町と高知県四万十町を視察しました。
　内子町の道の駅「内子フレッシュパークか
らり」の平成22年度販売総額は4億2,500万
円にものぼり、町の農業総生産額の12％を
占めています。情報開示による安全な農産物
を提供することで、7割がリピーターという
ことでした。町内産豚のハム、「とまとソル
ベ」「からりトマトジャム」など「からりブラ
ンド」を全国に発信されています。
　四万十町の道の駅「あぐり窪川」は売上げ
2億4,000万円で、特産品販売と、アイスやパ
ン、薫製や塩の製造販売をされています。中でも地元の窪川ポーク使用の「豚まん」と地元生乳の「アイ
ス」で1億円以上の売上げがあります。道の駅では珍しく9割が加工、1割が直売という所でした。
　地元特産品の特徴を活かし、消費者ニーズに合った商品開発と販路の拡大が重要だと改めて気付か
される視察でした。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

▲「内子フレッシュパークからり」にて

　
久
し
振
り
に
議
会
傍
聴
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。議
会
と
言
え
ば
、私
達
の
日
常
と

は
違
う
世
界
の
事
だ
と
思
っ
て
い
て
、お
そ
る
お
そ
る
参
加
し
ま
し
た
。三
階
の
議
場
ま
で

行
く
の
は
年
寄
り
に
は
少
し
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、手
す
り
が
付
け
て
あ
っ
た
の
で
助
か

り
ま
し
た
。議
場
内
は
静
ま
り
か
え
っ
て
お
り
、中
に
入
る
時
に
一
瞬
体
が
ピ
ー
ン
と
な
る

よ
う
な
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。正
面
の
議
長
席
、そ
れ
を
囲
ん
だ
よ
う
に
し
て
役
場
職
員

の
席
が
あ
り
、皆
さ
ん
や
や
緊
張
し
た
よ
う
な
顔
で
座
っ
て
い
ま
す
。議
員
が
入
っ
て
来
ら

れ
、傍
聴
席
に
笑
顔
を
向
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
議
長
の
挨
拶
で
始
ま
る
と
、は
じ
め
の
議
題
は
子
ど
も
達
の
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

で
し
た
。子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に

ど
ん
な
施
策
が
あ
る
か
、私
た
ち
も
思
わ
ず

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。少
子
化
に
よ
り
児

童
数
が
少
な
く
な
る
と
学
校
現
場
は
ど
う

な
る
か
な
ど
、本
当
に
私
た
ち
の
身
近
な
問

題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、ス
ピ
ー

カ
ー
が
前
方
ば
か
り
向
い
て
い
る
の
で
傍

聴
席
で
は
聞
こ
え
づ
ら
く
感
じ
ま
し
た
。耳

が
不
自
由
な
者
は
傍
聴
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
聞
く
所
に
よ
る
と
、役
場
に
エ
レ
ベ
ー
タ

が
設
置
さ
れ
る
よ
う
で
、こ
れ
か
ら
傍
聴
に

行
き
易
く
な
る
で
し
ょ
う
。身
近
な
問
題

や
、普
段
生
活
し
て
い
て
気
づ
か
ず
に
い
る

よ
う
な
問
題
が
議
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。広
く
知
識
を
求
め
る
た
め
に
議
会
傍

聴
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

傍聴席風景

太良町議会だより127号　平成25年１月25日 （10）
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平成24年度 町村議会広報研修会

第
15
回 

市
町
村
行
政
講
演
会

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　
地
方
自
治
団
体
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
の
、職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識

お
よ
び
諸
情
報
を
取
得
し
て
更
な
る
活
性
化
を
図
り
、住
民
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
議
員・首
長
他
市
町
村
職
員・監
査
委
員

等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
十
月
十
五
日
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　「
日
本
の
経
済
の
課
題
と
地
域
経
済
」と
題
し
、東
京
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
教
授
の
伊
藤
元
重
氏
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
の

あ
り
か
た
や
ア
ジ
ア
周
辺
と
の
貿
易
問
題
な
ど
日
本
が
今
後
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
国
内
産
業
を
考
え
る
上
で
は
医
療
、健
康
、エ
ネ
ル

ギ
ー
改
革
な
ど
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　平成24年10月11日（木）グランデはがくれにて広報研修会が行われました。
　地方分権が進展する今日、町村議会は自らの政策判断など地域住民に十分知らせる
ことが重要であることから今年はパネルディスカッションを通して各町の議会だより
の作成について研修しました。
　熊本日日新聞の越地真一郎氏を講師に迎え、「住民目線の議会広報紙を目指して」と
いう演題で講演をしてもらい、その後、太良町、白石町、基山町の代表議員がパネリスト
となり広報紙のクリニックを行いました。



平
古
場
公
子

所
賀

　
　廣

牟
田

　則
雄

江
口

　孝
二

田
川

　
　浩

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
か
ら
近
年
に
な
い
厳

し
い
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、ま
だ
ま
だ

寒
さ
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
は
健
康
に
は
十
分
注

意
さ
れ
こ
の
冬
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
10
月
〜
12
月

10月

12月

• 
分
収
林
地
視
察

• 
議
会
広
報
編
集
委
員
会

• 

平
成
24
年
度
同
和
問
題
市
町
講
座

• 

第
22
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

• 

佐
賀
西
部
政
経
セ
ミ
ナ
ー 

• 

太
良
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
評
議
員
研
修

• 

第
65
回
県
民
体
育
大
会
太
良
町
選
手
団
結
団
式

• 

平
成
24
年
度
町
村
議
会
議
員
特
別
研
修

• 

議
会
広
報
編
集
委
員
会

• 

平
成
24
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

• • 

平
成
23
年
度
決
算
勉
強
会

• 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議

• 

第
15
回
市
町
村
行
政
講
演
会

• • 

第
５
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

• 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

• 

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

• 

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
18･

19･

22
）

• • 

先
進
地
視
察
及
び
山
林
運
営
委
員
会

• • • 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

• 

議
会
運
営
委
員
会

• 

全
員
協
議
会

• 

臨
時
議
会（
第
１
回
）

• 

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

•  

平
成
24
年
度
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
議
会

定
例
会

平
成
24
年
度
太
良
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
　

有
明
海
沿
岸
道
路
等
建
設
促
進
期
成
会
要

望
活
動（
九
州
地
方
整
備
局
に
て
）

有
明
海
沿
岸
道
路
等
建
設
促
進
期
成
会
要

望
活
動（
佐
賀
県
等
に
て
）

有
明
海
沿
岸
道
路
等
建
設
促
進
期
成
会
要

望
活
動（
長
崎
県
等
に
て
）

有
明
海
沿
岸
道
路
等
建
設
促
進
期
成
会
要

望
活
動（
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
に
て
）

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例

会
事
前
勉
強
会

11月
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３

　
　

　
　
４

　
　
５
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15

　
　
17

　
　
18

　
　
23

　
　
29

　
　
30

　
　
31

３
〜
４

９
〜
10

23
〜
24

• • 

全
員
協
議
会

• 

議
会
運
営
委
員
会

• 

臨
時
議
会（
第
１
回
）

• 

第
41
回
太
良
町
文
化
祭

• 

鹿
島
市
議
会
と
の
交
流
会

• 

第
18
回
学
童
駅
伝
大
会

• 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

• 

第
56
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

• 

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
第
43
回
定
期
総
会

• 

第
８
回
十
夜
市
太
良
町
全
員
祭
り
　

• 

２
０
１
２
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

• 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

• 

社
会
教
育
委
員
会
兼
公
民
館
運
営
審
議
会

• 
議
会
運
営
委
員
会

• 
臨
時
議
会（
第
２
回
）

• 

第
６
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

• 

藤
津
鹿
島
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
総
会

• 

総
務
常
任
委
員
会
事
後
研
修

• 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
事
後
研
修

• 

人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
研
究
発
表
会
　

• • 

議
会
運
営
委
員
会

• 

12
月
定
例
議
会
招
集

• 

全
員
協
議
会

• 

12
月
定
例
議
会
一
般
質
問

• 

第
７
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

• 

12
月
定
例
議
会
議
案
審
議

• 

議
会
広
報
編
集
委
員
会

• 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

• 

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

• 

区
長
会
と
議
会
と
の
懇
談
会

• 

消
防
団
年
末
特
別
警
戒
巡
視
活
動

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
嬉
野
・

太
良
駅
伝
チ
ー
ム
結
団
式
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街角クイズ!!

答）○○に入る漢字２文字をハガキに明記し、住所・氏名・電
話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

※締め切り／２月末日　消印有効
※当選発表はお買い物券の発送（抽選）をもって代えさせていただ
きます。前回は多数のご応募ありがとうございました。

？

？

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「街角クイズ係」宛

買物券が当たる！
Q）太良町のキャッチコピーは、

「月の○○が
　見える町」です。

▲祝賀放水

　太良町消防出初式が町内外より来賓の
方々をお招きし開催された。
　団員全員、年頭の決意を新たにし、式を閉
じた。

1月6日（日）

太良町消防出初式

祝賀放水

太良町議会だより127号　平成25年１月25日 （12）


